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広報なかがわ
2011. 1月号

を
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
21
年
8
月
1
日
か

ら
平
成
22
年
7
月
31
日
ま
で
の
間

に
町
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
や
他

の
医
療
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
さ
れ
た
方
な
ど
は
、

以
前
の
医
療
保
険
や
介
護
保
険
で

の
自
己
負
担
額
証
明
書
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
ま
で
は
、
対
象
と

な
る
全
て
の
方
に
「
医
療
費
通
知
」

を
お
送
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
22
年
度
か
ら
発
行
を
希
望
さ
れ

る
方
の
み
へ
の
送
付
に
変
更
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
通
知
の
送
付
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
役

場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
「
送
付
を
希
望
す
る
」

こ
と
を
ご
連
絡
い
た
だ
い
て
い
る

方
は
、
再
度
の
ご
連
絡
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

75
歳
以
上
の
方
と
65
歳
〜
74
歳
で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
が
対
象

●
医
療
費
通
知

　

半
年
ご
と
（
1
〜
6
月
、
7
〜

12
月
）
に
病
院
な
ど
で
診
療
を
受

け
た
際
に
か
か
っ
た
医
療
費
の
額

を
と
り
ま
と
め
、
毎
年
3
月
と
9

月
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

　

受
診
年
月
、
診
療
を
受
け
た
医

療
機
関
名
、
診
療
区
分
、
日
数
、

医
療
費
の
総
額
が
一
覧
で
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

診
療
を
受
け
た
記
録
が
な
い
場

合
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

診
療
内
容
の
審
査
な
ど
の
都
合
上
、

一
部
の
受
診
記
録
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
な
ど
の
「
医

療
費
控
除
」
の
領
収
書
の
代
わ
り

と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合☎
0
1
1
―
2
9
0
―
5
6
0
1

住
民
課
幸
福
推
進
室

　
　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
担
当

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
3

し
あ
わ
せ

　

同
じ
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
者
の
方
全
員
が
1
年
間

に
支
払
っ
た
「
お
医
者
さ
ん
に
か

か
っ
た
と
き
の
自
己
負
担
額
」
と
、

「
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
と
き
の
利
用
者
負
担
額
」
を

合
算
し
た
金
額
が
、
下
表
の
「
合

算
し
た
場
合
の
限
度
額
」
を
超
え

る
と
、
超
え
た
分
が
高
額
介
護
合

算
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
額
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
と
介
護
保
険
で
支
払
っ
た
自

己
負
担
額
の
割
合
に
応
じ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
保
険
者
か
ら
支
払
わ
れ

ま
す
。

※
毎
年
8
月
か
ら
そ
の
翌
年
7
月

　

末
ま
で
の
医
療
保
険
と
介
護
保

　

険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
を
も

　

と
に
計
算
し
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ま
た
は

　

介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
い

　

ず
れ
か
が
0
円
の
場
合
は
対
象

　

と
な
り
ま
せ
ん
。

※
支
給
額
が
、
5
0
0
円
未
満
の

　

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
自
己
負
担
限
度
額
の
所
得
区
分

　

は
、
毎
年
7
月
31
日
現
在
の
所

　

得
区
分
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
所
得
区
分

①
現
役
並
み
所
得
者
…
住
民
税
の

　

課
税
所
得
が
1
4
5
万
円
以
上

　

あ
る
加
入
者
と
そ
の
方
と
同
じ

　

世
帯
に
い
る
加
入
者
で
す
。

②
区
分
Ⅱ
…
世
帯
全
員
が
住
民
税

　

非
課
税
で
あ
る
方
で
す
。

③
区
分
Ⅰ
…
世
帯
全
員
が
住
民
税

　

非
課
税
で
あ
り
、
次
の
い
ず
れ

　

か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

・
世
帯
全
員
が
所
得
0
円
の
方

　

（
公
的
年
金
収
入
の
み
の
場
合
、

　

そ
の
受
給
額
が
80
万
円
以
下
）

・
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い

　

る
方

④
一
般
…
①
〜
③
以
外
の
方

《
申
請
手
続
き
》

　

平
成
21
年
度
分
（
平
成
21
年
8

月
1
日
か
ら
平
成
22
年
7
月
31
日

ま
で
）
の
期
間
に
つ
い
て
支
給
の

対
象
と
な
る
方
に
は
、
平
成
23
年

1
月
以
降
に
申
請
手
続
き
の
案
内

２

7
歳
以
上
の
方
と
6
歳

7
歳
で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
が
対
象

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

「
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」

　

の
制
度
と
申
請
手
続
き

自己負担限度額（年額：8月1日～翌年7月31日）

所 得 区 分

現役並み所得者

一　　　　　般

住　民　税
非課税世帯

区分Ⅱ

区分Ⅰ

合算した場合の限度額

67万円
56万円
31万円
19万円

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　
　
　
　
　

医
療
費
通
知
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おすすめおすすめおすすめ

　大奥の潔い終焉を描き「篤姫ブーム」を
巻き起こした著者が、大奥の始まりに至る
道のりを、浅井三姉妹の三女江を主人公に
鮮やかに華やかに描く。

　「本当はこうなったらいいのに」を本当
にするためには、具体的にどう動いたらい
いのかがわからず、そのような不満を抱え
ながらも諦めている人たちに贈る、困難な
時代を生き抜く自分になるための10の処方
箋。

　ふだんの生活の中にも、びっくりするよ
うな科学がかくれている。こぼれない水、
色が変わるホットケーキ、声で動くモール
など、身近にある道具を使ってできる科学
実験を多数紹介する、自由研究に役立つ一
冊。

　希望と漂泊、流亡‥‥。北辺の北海道を
めざし、世に知られた多くの人が「旅」し、
歴史の片隅に名をとどめた。明治以来の異
色の人物群像を追う。

　

日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

 

短
歌
同
好
会　

俳
句
紫
苑
会　

　
　

   

連
絡
先（
ど
ち
ら
も
）古
市
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

☎
7
|
2
8
5
0

●
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
古
市
和
子
さ
ん

　

☎
7
―
2
8
5
0
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

〔
短　

歌
〕

こ
の
夏
は
五
回
も
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
り　

裡
に
微
量
の
毒
わ
だ
か
ま
る　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
仁
美

虫
喰
い
も
末
成
り
も
良
し
日
々
を
自
前
の
野
菜
に
元
気
貰
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

陽
子

嫌
が
ら
れ
嫌
わ
れ
な
が
ら
も
蜘
蛛
た
ち
は
見
事
に
つ
く
る
網
目
の
砦　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

連
な
り
て
飛
ぶ
幾
千
の
ア
キ
ア
カ
ネ　

一
本
道
を
徐
行
し
て
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

漂
う
は
草
の
綿
毛
か
雪
虫
か
風
の
旅
路
に
わ
が
身
託
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
竹　

敏
章

杖
に
頼
る
日
も
近
か
ら
む
妻
思
い
干
し
い
る
布
団
の
乾
き
確
か
む　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

征
子

も
て
な
し
の
心
嬉
し
く
味
は
え
り　

蝗
、
蜂
の
子
見
ぬ
や
う
に
し
て　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

月
光
の
冷
た
き
道
に
樟
蚕
が
や
つ
れ
し
羽
を
な
お
震
わ
せ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内　

智
子

逝
き
て
よ
り
日
々
遠
ざ
か
る
面
影
の
法
名
き
ざ
む
日
赤
と
ん
ぼ
飛
ぶ　
　
　
　
　
　
　

山
内
ミ
ツ
ヱ

菜
畑
を
起
こ
せ
ば
み
み
ず
お
ど
り
出
す　

心
配
す
る
な
と
土
か
け
て
や
る　
　
　
　
　

山
田　
　

昇

〔
俳　

句
〕

枯
葉
降
る
ひ
と
は
ひ
と
葉
の
音
の
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

征
子

一
と
し
き
り
風
治
ま
り
し
夜
長
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

丸
太
組
む
こ
と
に
始
ま
る
冬
支
度　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

く
す
さ
ん

う
ら

な

ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸「
江　

姫
た
ち
の
戦
国
」

ご
う

田
渕
久
美
子　
著

甲
谷
保
和　
著

児
童
書

「
小
学
生
の

　

お
も
し
ろ
科
学
実
験
」

３ 広報なかがわ
2011. 1月号

「
チ
ェ
ン
ジ
メ
ー
カ
ー
」

勝
間
和
代　
著

「
北
へ　

異
色
人
物
伝
」

北
海
道
新
聞
社　
編



広報なかがわ
2011. 1月号 ４

　

関
節
は
、
骨
と
骨
と
の
連
結

部
で
、
そ
の
間
に
は
軟
骨
と
い

う
弾
力
の
あ
る
薄
い
層
が
あ
り
、

骨
を
動
き
や
す
く
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

加
齢
と
と
も
に
進
む
関
節
の

痛
み
は
、
ま
ず
、
関
節
を
支
え

て
い
る
「
筋
の
痛
み
」
か
ら
始

ま
り
、
「
軟
骨
が
磨
耗
」
し
て

関
節
の
す
き
ま
が
狭
く
な
り
、

骨
と
骨
が
ぶ
つ
か
っ
て
、
「
骨

が
破
壊
」
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
起
こ
り
ま
す
。
こ
う
し
て
起

こ
る
代
表
的
な
ひ
ざ
の
病
気
が
、

変
形
性
膝
関
節
症
で
す
。

　

変
形
性
膝
関
節
症
に
な
る
と
、

下
図
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
て

き
ま
す
。
ま
っ
す
ぐ
に
立
っ
た

と
き
に
、
膝
の
お
皿
の
位
置
が

内
側
に
向
い
て
な
い
か
、
す
ね

の
部
分
が
外
側
に
反
っ
て
い
な

い
か
な
ど
、
確
認
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

　

こ
の
変
化
が
進
ん
で
く
る
と
、

足
を
つ
く
た
び
に
膝
に
外
へ
曲

が
る
圧
が
か
か
り
、
骨
が
外
側

に
飛
び
出
て
Ｏ
脚
が
進
行
し
、

関
節
の
変
形
や
痛
み
な
ど
の
症

状
が
悪
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

膝
を
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
に

は
、
Ｏ
脚
（
ひ
ざ
の
内
反
）
を

予
防
・
改
善
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

①
膝
が
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
よ
う

に
　

ま
ず
、
膝
の
周
り
を
触
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。
太
も
も
の
外
側

や
膝
の
裏
側
の
筋
肉
は
か
た
く

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

膝
の
後
ろ
の
左
図
の
部
分
に

触
っ
て
み
て
痛
み
が
あ
る
と
き

は
、
膝
が
硬
く
な
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
図
の

部
分
を
中
心
に
よ
く
も
み
ほ
ぐ

し
て
柔
ら
か
く
し
ま
し
ょ
う
。

②
足
く
び
と
足
を
柔
ら
か
く

　

足
首
や
足
が
硬
い
と
す
ね
の

骨
が
外
側
に
押
さ
れ
や
す
く
、

Ｏ
脚
が
進
行
し
ま
す
。
足
首
を

上
下
に
反
ら
し
て
、
ゆ
っ
く
り

動
か
し
ま
す
。

　

ま
た
、
足
の
内
く
る
ぶ
し
の

図
の
部
分
を
も
み
ほ
ぐ
す
と
足

首
は
動
き
や
す
く
な
り
ま
す

（
図
の
三
日
月
状
の
部
分
に
脂
肪

が
た
ま
る
と
固
く
な
る
た
め
）。

●日々（定期的に）こまめに手入れ
　することが大事
●さわって痛いところは調子の悪い
　サイン
●もむ→ストレッチ→運動の順が理
　想的
●自分の身体や生活習慣に合うよう
　に工夫することで自分のものにで
　きる

講師からのアドバイス

③
お
尻
周
り
を
し
っ
か
り
さ
せ

る
　

立
っ
て
椅
子
な
ど
に
つ
か
ま

り
、
足
を
横
や
後
ろ
に
伸
ば
し

ま
す
。

　

余
裕
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
足

先
で
円
を
描
く
よ
う
に
す
る
と

効
果
が
高
ま
り
ま
す
。
こ
の
運

動
で
股
関
節
周
り
の
筋
肉
を
刺

激
し
、
深
部
筋
肉
が
鍛
え
ら
れ

ま
す
。

　

今
回
、
紹
介
し
た
内
容
は
、

講
演
の
一
部
で
す
。
こ
の
他
に

も
、
い
く
つ
か
の
手
軽
な
運
動

の
コ
ツ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
資

料
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
健
師

に
お
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
今
月
の
テ
ー
マ
】 

　
　

ひ
ざ
の
痛
み
の
予
防
法

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

ひ
ざ
関
節
の
痛
み
の
原
因

Ｏ
脚
の
予
防
・
改
善
の

た
め
の
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

今
年
の
健
康
講
座
で
は
、
平
田
光
司
理
学
療
法
士
（
札
幌
篠
路

病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）
に
、
「
ひ
ざ
と
腰
を
長
持
ち
さ

せ
る
上
手
な
い
な
し
方
」
に
つ
い
て
、
実
技
を
ま
じ
え
て
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

講
演
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　保健師　☎7－2813



５ 広報なかがわ
2011. 1月号

旬
の
食
材
で
旬
レ
シ
ピ
⑥

　

旬
の
食
材
は
、
1
年
の
中
で
最

も
栄
養
価
が
す
ぐ
れ
て
お
り
、
私

た
ち
の
か
ら
だ
に
そ
の
時
期
必
要

な
栄
養
素
が
た
っ
ぷ
り
と
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
中
川
町
で
も
作
ら

れ
て
い
る
「
じ
ゃ
が
い
も
」
を

使
っ
た
簡
単
レ
シ
ピ
を
紹
介
し

ま
す
。

【つくり方】
①じゃがいもは短めの繊切りにする（じゃがいもので
　んぷんでくっつけて焼くので、水にさらさない）。
②ボウルに①と塩、しょう油、青のり、桜えびを入れ、
　混ぜる。
③熱したフライパンにバターの半量を溶かし、②を広
　げて焼く。
④フライ返しで押し付けるように焼く。片面が香ばし
　く焼けたら、残りのバターを入れ、裏面を焼く。

ポイント
　じゃがいもの1/4ぐらいをすりおろして入れるとま
　とまりやすくなります。

【材料（2人分）】
　じゃがいも…中2個
　塩……………2本指でひとつまみ
　しょう油……小さじ1/2
　青のり………少々
　桜えび………大さじ1（5グラム）
　バター………小さじ2（8グラム）

1人分当たり：エネルギー116kcal、たんぱく質3.4g、脂質3.4g、塩分0.6g

「おやつにもおすすめ」かんたん和風ハッシュドポテト

じゃがいものあれこれ

食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　栄養士　☎7－2813

　じゃがいもの主成分はでんぷんで、エネルギー源となります。
　ビタミンＣは、熱に弱く、失われやすい性質をもっていますが、じゃが
いものビタミンＣはでんぷん質に守られているので熱に強く、冬のビタミ
ン補給に適しています。また、カリウムが豊富に含まれ、体内の余分なナ
トリウム（塩分）を排出するので、高血圧の予防に役立ちます。
　さらに、ポリフェノールの一種であるクロロゲン酸は、ビタミンＣと一
緒に働いて、抗酸化（体をさびさせない）作用をもたらします。
　じゃがいもの芽や緑色に変色した皮には毒素が含まれているので、丁寧
に取り除いて使いましょう。



広報なかがわ
2011. 1月号

問い合わせ先　中川町地域子育て支援センター「まめちょ」　☎・FAX 7－2022

6

こんにちは 「まめちょ」です中川町地域子育て支援センター

遊び場開放　　月・火　10：00～12：00　13：00～16：00
　　　　　　　　金 　10：00～12：00
　場　　所　　　児童センター（旧幼稚園）
今月の開放日　　7日・11日・14日・17日・18日・21日・24日・25日・
　　　　　　　　28日

＊日程・内容などは変更になることがあります。

《1月の活動予定》
場　　所 内　　　　　　容

あそびの広場　「雪遊び・豚汁づくり」
10：00～12：00

11日（火）
幼児センター

26日（水）
児童センター

13日（木）
児童センター

幼児センター開放
9：30～11：30

子育て講座　「ヨガを楽しもう」
10：00～12：00

19日（水）
児童センター

サークル　「アンパンマンキャラクターバッグづくり」
10：00～12：00

　

今
年
も
い
よ
い
よ
押
し
せ
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ
お

正
月
で
す
。
大
掃
除
、
年
越
し
そ
ば
、
除
夜
の
鐘
、
初
詣
、
お

せ
ち
料
理
に
お
年
玉
な
ど
、
年
末
年
始
は
日
本
古
来
の
風
習
に

よ
っ
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
と
き
で
す
ね
。

　

伝
統
的
な
遊
び
や
生
活
習
慣
に
触
れ
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

が
豊
か
に
育
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

1
月
は
、
左
の
と
お
り
活
動
を
予
定
を
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

6日（木）
児童センター

あそびの広場　「簡単小物づくり」
10：00～11：30

（1歳6ヶ月までのお子さんの家族と妊婦対象）

　北海道内で事業を営む使用者およびその事業場で
働く全ての労働者（臨時、パートタイマー、アルバ
イトなどを含む）に適用される北海道最低賃金（地
域別）が改定されました。
　最低賃金額以上の賃金を支払わない場合は、最低
賃金法違反として処罰されることがあります。

厚生労働省北海道労働局

北海道最低賃金

平成22年10月15日発効

691円時間額

「必ずチェック  最低賃金！ 使用者も  労働者も」「必ずチェック  最低賃金！ 使用者も  労働者も」「必ずチェック  最低賃金！ 使用者も  労働者も」



7 広報なかがわ
2011. 1月号

11月25日●第6回臨時町議会
12月2日●選挙管理委員会
12月14日●議会運営委員会
12月17日●教 育 委 員 会 議

議会・各種委員会の開催状況

火災・救急
出動件数

火災出動　2件
救急出動　48件
平成22年11月30日現在

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

　

出
初
式
は
新
春
を
告
げ
る
風
物
詩
と
し
て
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

中
川
消
防
で
も
年
の
初
め
に
あ
た
り
、
消
防
団
員
が
獅
子
舞
と
と
も

に
、
無
火
災
、
家
内
安
全
の
た
め
中
川
市
街
を
練
り
歩
き
、
舞
を
披
露

し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
観
覧
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

◎
開　

催　

日　

平
成
23
年
1
月
7
日（
金
）

　
　

◎
獅
子
舞
披
露　

午
前
9
時
〜　

中
川
町
市
街

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど
の
消
防
水
利
周
辺
5
メ
ー
ト
ル
以
内

の
部
分
は
、
道
路
交
通
法
に
よ
り
駐
車
禁
止
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

駐
車
車
両
が
一
刻
を
争
う
消
火
活
動
の
障
害
と
な
り
ま
す
の
で
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
「
安
心
・
安
全
の
町
づ
く
り
」
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

防
火
水
槽
周
辺
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
す

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は
☎
7
―
2
1
1
9
番
ま
で

火事と救急は119番

あ
り
が
と
う　
　
　

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
付

・
夫
（
福
造
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　

川
嶋　
　

徐　

様

・
弟
（
正
勝
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　

佐
武
佐
太
郎　

様

・
妻
（
つ
る
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　

小
池　

光
平　

様

・
社
会
福
祉
推
進
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　

匿
名
（
1
名
）
様

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
贈

　

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次
の
方
々

よ
り
「
志
」

　
　
　
　
　
　
　

吉
田　
　

茂　

様

　
　
　

天
塩
川
工
業
株
式
会
社　

様

　
　
　
　
　
　
　

大
工　

芳
信　

様

　
　
　
　
　
　
　

石
垣　

弘
子　

様

　
　
　
　
　
　
　

浅
野
百
合
子　

様

　
　
　
　
　
　
　

匿
名
（
2
名
）
様

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　

申
し
上
げ
ま
す

大　

富　

小
池　

つ
る　

様
（
85
歳
）

出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
す
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平成22年度
町道除雪委託業務

平成22年度
中川浄化センター
遠心脱水機
分解整備工事

平成22年度
基幹水利施設管理事業
誉平地区整備補修工事

平成22年度
北１丁目１号線
道路改良工事その２

工事・業務名
入札結果

第1回入札金額（円）
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間 備　考入札参加業者

（※落札業者）

随意契約

入　札

入　札

随意契約

着手　平成22年11月12日

着手　平成22年11月24日

完了　平成23年3月31日

遠心脱水機1台
分解整備一式

車道・歩道・公共施設・
バス停留所・
防火水槽施設他除雪一式

竣工　平成23年1月31日

初期潤滑油ポンプ分解整備1台
清水冷却器分解整備2台
低圧受電盤分解整備1台

着手　平成22年11月24日

竣工　平成22年12月10日

コンクリート殻138㎥
取り壊し運搬

着手　平成22年11月19日

竣工　平成22年12月10日

55,755,000

1,743,000

1,575,000

945,000

予定価格（円）

56,857,500

1,800,750

1,599,150

955,500

98.1%

96.8%

98.5%

98.9%

11月の入札・契約結果

※ 中川町除雪事業共同企業体

※ ㈱テクノス北海道

㈱木本動力工業所

日本ヘルス工業㈱北海道営業所

※ ㈱電業社機械製作所　北海道営業所

新栄クリエイト㈱

※ 大永建設㈱

53,100,000

1,660,000

1,800,000

辞退

1,500,000

1,840,000

900,000

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2811

　

中
川
町
と
交
流
を
深
め
て
い
る
東
京
都
世
田
谷
区
の
「
世
田

谷
区
2
4
6
ハ
ー
フ
＆
健
康
マ
ラ
ソ
ン
」
に
6
名
の
参
加
希
望

者
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
3
名
の
住
民
が
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
、
約
3
0
0
0
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
一
堂
に
会

す
る
な
か
、
中
川
町
か
ら
参
加
し
た
3
選
手
と
も
完
走
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
地
元
区
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
皆
様
か
ら
熱
烈

な
歓
迎
を
受
け
、
ま
た
、
島
根
県
隠
岐
の
島
町
を
は
じ
め
世
田

谷
区
と
交
流
す
る
自
治
体
と
交
流
す
る
機
会
も
あ
り
、
中
身
の

濃
い
日
程
と
な
り
ま
し
た
。

世
田
谷
区
マ
ラ
ソ
ン
で

　
　
　
　
　
　

3
選
手
が
完
走

中川町からの参加者（敬称略）
◇4.4㎞健康マラソン
　（写真左から）宮崎徹、仲村英宏、増田信吾

【
問
い
合
わ
せ
先
】
経
済
課
産
業
振
興
室　

☎
7
―
2
8
1
6



◆
意
見
具
申

　
　

豊
か
な
暮
ら
し
の
お
手
伝
い

　

活
動
を
通
じ
て
得
た
問
題
点
や

改
善
策
を
取
り
ま
と
め
、
関
係
機

関
な
ど
に
意
見
を
提
起
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
幸
福
推
進
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
3

　

幌
延
町
で
の
深
地
層
研
究
施
設

の
着
工
に
伴
い
、
隣
接
し
て
い
る

中
川
町
が
電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
事
業
の
対
象
地
域
と
な
り
、

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
は
、
当
該
施
設
を

含
む
発
電
用
施
設
の
周
辺
地
域
に

お
け
る
公
共
施
設
の
整
備
促
進
な

ど
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
の
福
祉

向
上
や
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
、
本
交
付
金
で

福
祉
対
策
措
置
と
し
て
中
川
町
幼

児
セ
ン
タ
ー
保
育
事
業
を
行
い
、

1
0
7
5
万
4
5
4
4
円
が
交
付

期　間
　平成21年11月から平成22年10月

閲覧件数
　２件

【問い合わせ先】
　住民課住民サービス室
　☎7－2814

住民基本台帳の
閲覧状況

　

民
生
委
員
･
児
童
委
員
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
福
祉
活
動
を
展
開
し
、
あ
た
た
か
い
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
、
住
民
の
誰
も
が
幸
せ
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
あ
な
た
の
立
場
に
な
っ
て
一
緒
に
考
え
ま
す

氏　　名

野村　和子

一戸　孟男

遠藤みつえ

金見　松藏

鳴海美意子

椿本　清勝

金住　忠雄

遠藤　寿恵

𠮷田由美子

安西　克已

川村　　隆

吉川　明美

あなたの地区の民生委員・児童委員（敬称略）
担 当 地 区

中央２区

中央４区

中央１区（上）

共和、安川、安川三

佐久、富和、豊里

国府、歌内

誉、大富

中央1区（下）

中央３区

中央５区

－

－

役　職

会　長

副会長

監　事

〃

委　員

〃

〃

〃

〃

〃

主任児童委員

〃

し
あ
わ
せ

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
17
年
3
月
に

「
中
川
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
」
を
策
定
し
、
子
ど
も
を
安

心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
の
構
築
を
重
要
施
策
の
ひ

と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

働
き
な
が
ら
子
育
て
を
し
て
い
る

住
民
の
生
活
支
援
と
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
の
た
め
、
保
育
士
の

人
件
費
に
活
用
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
1

◆
社
会
調
査

　
　
　
　

声
を
キ
ャ
ッ
チ
し
ま
す

　

担
当
区
域
内
の
住
民
の
実
態
や

福
祉
需
要
を
日
常
的
に
把
握
し
ま

す
。

◆
相
談
受
付

　
　
　
　
　
　

気
軽
に
ご
相
談
を

　

住
民
が
か
か
え
る
問
題
に
つ
い

て
、
相
談
者
の
立
場
に
立
ち
、
親

身
に
相
談
に
乗
り
ま
す
。

◆
情
報
提
供

　
　

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
お
知
ら
せ

　

社
会
福
祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、
内
容
や
情
報
を
的
確

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
連
絡
通
報

　
　
　

専
門
機
関
を
紹
介
し
ま
す

　

個
々
の
福
祉
需
要
に
応
じ
た
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

関
係
行
政
機
関
・
施
設
・
団
体
な

ど
に
連
絡
し
、
必
要
な
対
応
を
促

し
ま
す
。

◆
調　

整

住
民
の
要
望
と
サ
ー
ビ
ス
を
結
ぶ

　

住
民
の
福
祉
需
要
に
対
応
し
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
支
援

し
ま
す
。

◆
生
活
支
援

　
　
　
　

住
民
の
声
を
届
け
ま
す

　

住
民
が
求
め
る
生
活
支
援
活
動

を
自
ら
行
い
、
支
援
体
制
を
つ
く

り
ま
す
。
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

小
さ
な
声
だ
か
ら
大
切
に

小
さ
な
声
だ
か
ら
大
切
に

小
さ
な
声
だ
か
ら
大
切
に

電
源
立
地
地
域
対
策

　
　

交
付
金
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す



　

最
近
の
傾
向
と
し
て
、
お
金
を
銀
行
口
座
か
ら
振
り
込
ま
せ
る

手
口
の
ほ
か
に
、
自
宅
に
直
接
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
取
り
に
行

く
詐
欺
も
多
発
し
て
い
ま
す
。
「
口
座
振
り
込
み
じ
ゃ
な
い
か
ら

詐
欺
じ
ゃ
な
い
」
と
安
心
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

振
り
込
め
詐
欺
防
止
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　

◇
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」
と
い
う
電
話
は
詐
欺
！

　

◇
「
カ
ー
ド
預
か
り
ま
す
」
と
い
う
電
話
は
詐
欺
！

　

冬
道
で
は

•「
急
」の
つ
く
運
転
を
し
な
い
―
車
の
挙
動
が
乱
れ
て
危
険
で
す

•
夏
道
よ
り
も
時
速
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
減
速
す
る

•
交
差
点
付
近
は
特
に
注
意
―
路
面
が
磨
か
れ
と
て
も
滑
り
ま
す

•
自
動
車
の
性
能
を
過
信
し
な
い

　
　

―
制
動
距
離
は
4
Ｗ
Ｄ
も
2
Ｗ
Ｄ
も
同
じ

•
ス
リ
ッ
プ
し
て
も
急
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ま
な
い

　
　

―
ス
ピ
ン
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

•
減
速
し
て
カ
ー
ブ
に
進
入

　
　

―
カ
ー
ブ
途
中
で
の
ブ
レ
ー
キ
は
ス
ピ
ン
の
危
険

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

美
深
警
察
署　

☎
2
|
1
1
1
0

　
　

中
川
駐
在
所　

☎
7
|
2
0
1
9

　
　

佐
久
駐
在
所　

☎
8
|
5
0
7
1

　
　

警
察
相
談
電
話　

☎
＃
9
1
1
0

駐 在 所
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喜寿おめでとうございます

高木浩男さん（77歳）

ご長寿さん
まちの
ご長寿さん
まちの
ご長寿さん
まちの

& 赤ちゃん赤ちゃん赤ちゃん

お父さん　昭　仁 さん
お母さん　真以子 さん

齋藤弥音ちゃん
み お

ス
ト
ッ
プ
振
り
込
め
詐
欺

ス
ト
ッ
プ
振
り
込
め
詐
欺

ス
ト
ッ
プ
振
り
込
め
詐
欺

ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

―
冬
道
は　

危
険
が
い
っ
ぱ
い　

ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン

冬
道
は　

危
険
が
い
っ
ぱ
い　

ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
―

ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

―
冬
道
は　

危
険
が
い
っ
ぱ
い　

ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
―
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中
川
町
国
保
加
入
者
の
平
成
21

年
度
の
医
療
費
は
、
約
1
億
7
千

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

1
人
あ
た
り
で
見
て
み
た
の
が
下

表
で
、
前
年
度
よ
り
一
般
の
医
療

費
は
下
が
っ
て
い
ま
す
が
、
退
職

者
（
注
）
の
医
療
費
は
大
き
く
伸

び
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

　

医
療
費
が
増
え
る
と
、
国
保
の

財
政
を
圧
迫
し
、
保
険
税
の
引
き

上
げ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

一
人
ひ
と
り
が
日
頃
か
ら
疾
病
を

予
防
し
、
健
康
的
な
生
活
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

上
手
な
お
医
者
さ
ん
の

　
　
　
　
　

か
か
り
方

●
お
医
者
さ
ん
の
か
け
持
ち
は

　

や
め
ま
し
ょ
う

●
時
間
外
、
休
日
受
診
は
な
る

　

べ
く
避
け
ま
し
ょ
う

●
む
や
み
に
薬
を
欲
し
が
る
の

　

は
や
め
ま
し
ょ
う

●
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し

　

ょ
う

●
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
、
指

　

示
を
守
り
ま
し
ょ
う

●
定
期
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
も
し
も

の
と
き
に
あ
な
た
の
大
き
な
支
え

と
な
り
ま
す
。
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
続
く
と
、
老
後
に
年
金
が
受

け
取
れ
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
納

付
が
遅
れ
る
こ
と
で
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
も
し
も
の
と
き
に

後
悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
保

険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

（
納
期
は
、
翌
月
末
で
、
2
年
経

過
す
る
と
時
効
に
な
り
納
め
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
）。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は

　

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
納
付

の
免
除
や
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

納
付
が
困
難
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ

の
ま
ま
に
せ
ず
、
必
ず
役
場
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
が
困
難
な
と
き
は

　
　
　
　

「
保
険
料
免
除
制
度
」

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

に
利
用
で
き
ま
す
。
申
請
が
承
認

さ
れ
る
と
保
険
料
納
付
の
全
額
ま

た
は
一
部
（
4
分
の
3
、
2
分
の

1
、4
分
の
1
）が
免
除
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
免
除
は
、
本
人
と
配
偶
者
、

世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
30
歳
未
満
の
方
は

　
　

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

本
人
が
30
歳
未
満
の
場
合
に
利

用
で
き
ま
す
。
申
請
が
承
認
さ
れ

る
と
保
険
料
の
全
額
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
納
付
猶
予
は
、
本

人
と
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定

額
以
下
で
あ
れ
ば
、
世
帯
主
の
前

年
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
承
認
さ
れ

ま
す
。

◆
学
生
の
方
は

　
　
　

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

本
人
が
学
生
の
場
合
に
利
用
で

き
ま
す
。
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と

保
険
料
の
全
額
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。
学
生
納
付
特
例
は
、
本

人
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下

で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
や
世
帯
主
の

前
年
の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
承
認

さ
れ
ま
す
。

　
　

保
険
料
免
除
な
ど
が
承
認

　

さ
れ
た
期
間
は
、
老
後
に
年

　

金
を
受
け
取
る
た
め
の
資
格

　

期
間
に
含
ま
れ
る
だ
け
で
な

　

く
、
万
一
の
と
き
に
障
害
基

　

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を

　

受
け
取
る
資
格
期
間
に
も
含

　

ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
失
業
し

　

た
方
は
、
離
職
票
や
失
業
保

　

険
資
格
者
証
な
ど
を
添
付
す

　

れ
ば
、
前
年
の
所
得
に
関
係

　

な
く
免
除
さ
れ
る
特
例
も
あ

　

り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
相
談

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

旭
川
年
金
事
務
所

☎
0
1
6
6
―
2
7
―
1
6
1
1

住
民
課
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
4

医
療
費
の
状
況

（
注
）
退
職
者
…
長
年
勤
め
た
会

社
な
ど
を
退
職
し
て
国
保
に
加
入

し
た
65
歳
未
満
の
方
と
そ
の
家
族

（
被
扶
養
者
）
を
指
し
、
退
職
者

医
療
制
度
で
医
療
を
受
け
ま
す
。

◎1人あたり医療費と道内順位

平成20年度
平成21年度
伸び率

一　　　般
307,595円
280,561円
△8.8％

99位
131位
－

退　職　者
292,727円
371,282円
26.8％

164位
97位
－

合　　　計
306,435円
285,296円
△6.9％

109位
129位
－

＊医療費とは、国保加入者が病院などで支払った額と国保で負担した額の合計額です。
＊道内の国保保険者数は、平成20年度は173保険者、平成21年度は157保険者となっ
　ています。

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

こくほこくほ

国
民
年
金
保
険
料
は
遅
れ
ず
に

国
民
年
金
保
険
料
は
遅
れ
ず
に

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
は
遅
れ
ず
に

　
　
　
　
　
　
　

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う



す
る
体
験
を
通
じ
、
社
会
の
ル
ー

ル
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
わ
か

ら
せ
る
と
と
も
に
、
社
会
の
一
員

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
て
、
少

年
の
再
非
行
の
防
止
に
役
立
て
て

い
ま
す
。

　
　

行
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

　
　

は
、
少
年
だ
け
で
な
く
保
護

者
も
一
緒
に
考
え
、
親
子
関
係
に

つ
い
て
見
つ
め
直
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
教
育
的

な
働
き
か
け
と
し
て
の
清
掃
活
動

に
は
、
保
護
者
も
一
緒
に
参
加
す

る
よ
う
す
す
め
て
い
ま
す
。
親
子

が
と
も
に
汗
を
か
き
、
と
も
に
語

ら
う
体
験
を
通
じ
、
親
子
の
関
係

が
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
　

育
的
な
働
き
か
け
と
し
て
の

　
　

清
掃
活
動
の
多
く
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
な
ど
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
の
協
力
を
受
け
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
少
年
た
ち
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
協
力
し
合

い
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
で
、
社

会
と
の
絆
の
大
切
さ
を
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

掃
活
動
を
通
し
て
、
少
年
が

　
　

反
省
を
深
め
、
社
会
の
一
員

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
保
護
者
に
つ
い
て
も
、

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
戻
し
て
、
少
年
を
指
導
す
る

意
欲
を
高
め
る
効
果
が
み
ら
れ
ま

す
。

〔
少
年
〕
最
初
は
め
ん
ど
う
だ
と

　

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
り
は

　

じ
め
る
と
そ
の
よ
う
な
気
は
な

　

く
な
り
、
き
れ
い
に
な
る
の
が

　

だ
ん
だ
ん
気
持
ち
よ
く
な
っ
て

　

い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ふ
だ

　

ん
ポ
イ
捨
て
を
し
て
し
ま
っ
て

　

い
る
自
分
を
反
省
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
社
会
に
迷
惑
を
か

　

け
ず
、
役
に
立
つ
よ
う
な
人
間

　

に
な
り
た
い
で
す
。

〔
父
〕
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
活

　

動
を
通
じ
て
、
親
子
の
コ
ミ
ュ

　

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と

　

が
で
き
ま
し
た
。
わ
が
子
の
犯

　

し
た
こ
と
を
一
緒
に
反
省
し
、

　

け
じ
め
を
つ
け
る
行
動
を
具
体

　

的
に
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
は

　

と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

〔
母
〕
子
ど
も
が
大
き
く
な
る
と

　

な
か
な
か
一
緒
に
過
ご
す
時
間

　

も
と
れ
な
い
の
で
す
が
、
一
緒

　

に
電
車
に
乗
っ
て
活
動
場
所
に

　

向
か
い
、
同
じ
作
業
を
す
る
こ

　

と
が
で
き
て
大
変
有
意
義
で
し

　

た
。
い
ろ
い
ろ
な
方
が
わ
が
子

　

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
わ

　

が
子
に
は
、
自
分
も
社
会
の
一

　

員
で
あ
る
こ
と
や
応
援
し
て
く

　

だ
さ
る
人
も
い
る
と
い
う
こ
と

　

を
忘
れ
ず
に
生
き
て
ほ
し
い
と

　

伝
え
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

旭
川
地
方
裁
判
所
事
務
局

☎
0
1
6
6
―
5
1
―
6
2
5
5

　
　

庭
裁
判
所
で
は
、
非
行
少
年

　
　

に
対
し
て
保
護
観
察
や
少
年

院
送
致
な
ど
の
保
護
処
分
に
付
し

た
り
、
刑
罰
相
当
と
し
て
検
察
官

に
送
致
し
た
り
す
る
決
定
を
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な

処
分
ま
で
必
要
と
し
な
い
少
年
に

対
し
て
も
、
非
行
を
繰
り
返
す
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
処
分
の
決
定

家

ま
で
の
過
程
で
、
自
ら
の
行
為
を

反
省
さ
せ
る
た
め
の
教
育
的
な
働

き
か
け
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
行

っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
裁
判
所
で
は
、
ま
ず
、
家

庭
裁
判
所
調
査
官
が
専
門
知
識
を

活
か
し
て
調
査
を
行
い
、
少
年
の

問
題
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
そ
の

上
で
、
裁
判
官
や
家
庭
裁
判
所
調

査
官
が
そ
の
少
年
に
最
も
適
し
た

働
き
か
け
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

み
て
、
保
護
処
分
に
付
す
る
必
要

が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
い

ま
す
。

　
　

の
働
き
か
け
の
ひ
と
つ
に
、

　
　

駅
周
辺
や
公
園
な
ど
で
行
わ

れ
て
い
る
清
掃
活
動
へ
の
参
加
が

あ
り
ま
す
。

　

最
近
、
人
の
気
持
ち
を
理
解
で

き
な
い
少
年
が
増
え
て
い
る
中
、

言
葉
で
さ
と
す
だ
け
で
は
反
省
が

深
ま
ら
な
い
少
年
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
少
年
に
対

し
て
は
、
清
掃
活
動
へ
の
参
加
を

促
し
て
い
ま
す
。
街
を
き
れ
い
に
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そ

教 非

清

裁
判
所
か
ら

非
行
少
年

家庭裁判所 家
庭
裁
判
所
に
お
け
る

　

教
育
的
な
働
き
か
け
と
し
て
の
清
掃
活
動

再
非
行
の
防
止

調査（家庭裁判所調査官）

教育的な働きかけ

審判（裁判官）



☎
0
1
6
5
4
―
2
―
3
3
8
6

・
三
浦
お
か
ず
店
（
三
浦　

豊
）

〒
0
9
6
―
0
0
1
2

名
寄
市
西
2
条
南
6
丁
目
二
条
市

場
内

☎
0
1
6
5
4
―
2
―
2
0
2
2

■
届
出
用
紙

　

取
扱
所
ま
た
は
名
寄
保
健
所
で

配
布
し
て
い
ま
す

■
届
出
締
切

　

平
成
22
年
12
月
31
日
現
在
の
状

況
を
、
平
成
23
年
1
月
15
日
ま
で

に
取
扱
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

名
寄
保
健
所
健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
増
進
係

☎
0
1
6
5
4
―
3
―
3
1
2
1

　

国
土
交
通
省
で
は
、
迅
速
な
リ

コ
ー
ル
の
実
施
や
リ
コ
ー
ル
隠
し

な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
「
自
動
車
不

具
合
情
報
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
通

じ
て
、
皆
さ
ん
の
自
動
車
に
発
生

し
た
不
具
合
情
報
を
収
集
し
て
い

ま
す
。
自
動
車
に
不
具
合
が
発
生

し
た
と
き
は
、
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

☎
0
1
2
0
―
7
4
4
―
9
6
0

（
平
日
・
日
中
）

☎
0
3
―
3
5
8
0
―
4
4
3
4

（
自
動
音
声
・
24
時
間
対
応
）

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://www.m
lit.

go.jp/RJ/

　

預
金
保
険
制
度
と
は
、
金
融
機

関
が
預
金
保
険
料
を
預
金
保
険
機

構
に
支
払
い
、
金
融
機
関
が
破
綻

し
た
と
き
に
、
一
定
額
の
預
金
な

ど
を
保
護
す
る
た
め
の
保
険
制
度

で
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
対
象
と
な
る

金
融
機
関
、
預
金
等
と
保
護
の
範

囲
、
保
護
さ
れ
て
い
な
い
預
金
等

の
取
り
扱
い
、
金
融
機
関
が
破
綻

し
た
と
き
の
預
金
保
護
の
仕
組
み

な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

制
度
概
要
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

金
融
庁
お
よ
び
預
金
保
険
機
構
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
制
度
に
関
す
る
資
料

を
ご
希
望
の
方
は
、
旭
川
財
務
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

旭
川
財
務
事
務
所

☎
0
1
6
6
―
3
1
―
4
1
5
1

　

北
海
道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度

の
内
容
を
審
査
す
る
制
度
が
、

「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制
度
」

で
す
。
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
苦

情
審
査
委
員
が
中
立
的
な
立
場
で
、

道
の
機
関
に
対
し
て
必
要
な
調
査

な
ど
を
行
い
ま
す
。
審
査
の
結
果
、

道
の
業
務
に
不
備
な
点
や
制
度
に

問
題
が
あ
る
と
き
は
、
道
の
機
関

に
是
正
や
改
善
を
求
め
ま
す
。
審

査
結
果
ま
で
は
、
お
よ
そ
2
か
月

で
す
。
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関

わ
る
苦
情
で
あ
れ
ば
苦
情
審
査
委

員
に
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。
個

人
情
報
の
保
護
に
も
十
分
配
慮
し

ま
す
。

■
受
付
（
申
立
書
配
布
）
窓
口

　

道
庁
の
「
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
」

ま
た
は
各（
総
合
）振
興
局
の
「
道

政
相
談
室
」

■
申
し
立
て
方
法

　

苦
情
申
立
書
に
苦
情
な
ど
を
記

入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー

ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室

　
　
　
　
　

道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
1
―
2
0
4
―
5
0
2
2

　

平
成
22
年
7
月
1
日
か
ら
、
2

等
陸
・
海
・
空
士
（
任
期
制
）
の

採
用
に
代
わ
り
、
自
衛
官
候
補
生

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
任
期
制

の
自
衛
官
と
し
て
任
官
す
る
前
に
、

自
衛
官
と
し
て
必
要
な
基
礎
的
教

育
訓
練
に
専
念
す
る
た
め
の
新
し

い
採
用
制
度
で
す
。
採
用
さ
れ
る

と
、
自
衛
官
候
補
生
（
特
別
職
国

家
公
務
員
）
に
任
命
さ
れ
、
3
か

月
間
の
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
後
、

2
等
陸
・
海
・
空
士
に
任
用
さ
れ

ま
す
。

■
募
集
締
切

　

平
成
23
年
1
月
25
日
（
必
着
）

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

　

（
採
用
予
定
月
1
日
現
在
年
齢
）

■
試
験
日
お
よ
び
場
所

　

平
成
23
年
1
月
29
日

　

旭
川
駐
屯
地

■
試
験
科
目

　

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
社

　

会
、
作
文
）、
口
述
試
験
、
適
性

　

検
査
、
身
体
検
査

■
身　

分

　

特
別
職
国
家
公
務
員

　

（
自
衛
隊
員
）

■
俸
給
な
ど

　

・
自
衛
官
候
補
生
手
当

　
　

12
万
5
4
0
0
円
（
月
額
）

　

・
自
衛
官
任
用
一
時
金

　
　

17
万
6
0
0
0
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
名
寄

出
張
所

☎
0
1
6
5
4
―
2
―
3
9
2
1

名
寄
市
西
1
条
南
9
丁
目

　

調
理
師
と
し
て
就
業
し
て
い
る

方
は
、
就
業
届
出
の
提
出
が
必
要

で
す
。
2
年
ご
と
に
届
出
が
必
要

で
、
今
年
は
そ
の
該
当
年
で
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
届
出
が
必
要
な
業
務

　

寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
、
事
業

所
、
社
会
福
祉
施
設
、
介
護
老
人

保
健
施
設
、
矯
正
施
設
、
そ
の
他

多
人
数
に
飲
食
物
を
調
理
し
て
供

与
し
て
い
る
施
設

　

飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、

そ
う
ざ
い
製
造
業

■
就
業
届
出
受
理
事
務
取
扱
所

・
西
川
鮮
魚
仕
出
し
店

　
　
　
　
　
　
　

（
西
川
剛
弘
）

〒
0
9
6
―
0
0
1
2

名
寄
市
西
2
条
南
6
丁
目
14
番
地

1

自
動
車
の
不
具
合
情
報
を

　
　
　

お
寄
せ
く
だ
さ
い

就
業
し
て
い
る

　
　
調
理
師
の
皆
さ
ん
へ

自
衛
官
候
補
生（
男
子
）を

募
集
し
ま
す

預
金
保
険
制
度
を

　
　
　
　
ご
存
じ
で
す
か

開
か
れ
た
道
政
推
進
の
た
め
に

「
苦
情
審
査
委
員
制
度
」を

　
　
　
　

活
用
し
て
く
だ
さ
い

お 知 ら せ

広報なかがわ
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〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp
中川町携帯用サイト  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp/i
　　　　　　　　　　　　　　（NTTドコモの「i-mode公式メニュー」からもごらんになれます。）
E-mailアドレス  nakagawa@hokkai.or.jp

携帯用サイトアドレスが二次元バーコードで簡単入力可能
（ご使用にあたっては、携帯の取扱説明書をごらんください）

町の人口
（11月30日現在）

人　　口

男

女

世 帯 数

1,868人（－1）

920人（±0）

948人（－1）

914戸（＋1）

発行　中川町　　編集　総務課総務町政室　　印刷　国　境

（　）は前月末との差を示します。

　よみきかせの会「のい
ちご」の皆さんによる図
書室くりすます会には、
今年も“あわてんぼう
の”サンタクロースがや
って来ました。歌やゲー
ムを通して、大人も子ど
もも出演者も参加者も一
緒になってクリスマスを
楽しみました。
　あなたの家にはサンタ
クロースが来ましたか？

　昭和56年度から実施されている「全国中学生人権作文コンテスト」に
中川中学校の大島涼子さんと遠藤希さんの作品が入賞し、表彰状などが授
与されました。日常の家庭生活や学校生活などの中で得た体験に基づく内
容が評価されての受賞です。

豊かな人権感覚を身につけて
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